
【総評】 難易度は若干難化 原理・原則に立ち返って解けるか 
問題形式・出題学年割合に昨年から大きな変化はないが、例年以上に問題文を正しく読み取る必要

がある問題が増加。若干の難化傾向と考えられ、平均点はやや下降する可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5：物理分野 
（エ）は電流や磁界から受ける力とエネルギーとの複合

問題。文字式で位置エネルギーの計算方法が問われ

つつ、本質的な理解が求められる問題だった。 

問 6：化学分野 
酸化鉄の還元と見慣れない問題。化学反応式の作り

方や酸化・還元の仕組みを理解している必要があっ

た。※下記出題例参照 

問７：生物分野 
（ウ）は光合成と蒸散の問題。実験から考察できること

を答える「対照実験」が出題された。ここ数年「対照実

験」は出題傾向にあるので次年度も対策が必要。 

問８：地学分野 
（ア）（イ）は堆積の仕方の問題。知識の暗記だけで解

ける問題なのでここは正解しておきたい。（ウ）は断層と

しゅう曲の根本理解が必要だった。 

出題例 問 6（ウ） 
酸化鉄から酸素が抜けて（還元されて）鉄になる＋酸化還元は同時に起きる 

                           → 一酸化炭素は酸化される！ 

練習したことない問題でも 

原理・原則に立ち返ろう！ 

《《入試に向けての学習の POINT とアドバイス》》 
① 一問一答の勉強は中３の夏までに！ 
→基礎知識の暗記は大前提。それらがないと何もできない。 
→ただやみくもに覚えるのではなく、「なぜそうなるのか」という根拠もセットで暗記。 

② 表の読み取り＆思考と知識の組み合わせ 

→表やグラフから読み取った情報を、学年を跨いだ知識の組み合わせで解く。初見の一見難しそうな
問題でも原理・原則に立ち返って解く。 

■出題形式■ 
問 1～問４：小問集合（物理・化学・生物・地学の分野毎） 
例年同様の出題形式。問１「物理」、問２「化学」、問３「生物」、問４「地学」と各分野からの独立した小問（≒一問一

答）が出題された。得意な分野は満点（3点×3問）＝9点、苦手な分野でも 6点は狙いたい。 


